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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 4,705 0.1 326 41.9 327 41.0 229 46.1

2019年３月期第２四半期 4,700 13.7 229 26.4 232 29.6 157 32.6
(注) 包括利益 2020年３月期第２四半期 222百万円( 52.1％) 2019年３月期第２四半期 146百万円( 27.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 155.26 ―

2019年３月期第２四半期 106.26 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 7,381 4,789 64.9

2019年３月期 7,478 4,729 63.2
(参考) 自己資本 2020年３月期第２四半期 4,789百万円 2019年３月期 4,729百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― 0.00 ― 110.00 110.00

2020年３月期 ― 0.00

2020年３月期(予想) ― 100.00 100.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,650 △7.4 618 △20.1 618 △21.2 438 △14.4 296.41
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 1,480,000株 2019年３月期 1,480,000株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 287株 2019年３月期 287株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 1,479,713株 2019年３月期２Ｑ 1,479,713株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって注意事項等については添付資料３ページ「１．当四半期決算に関
する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益及び雇用情勢の改善により緩やかな回復基調で推移

いたしました。しかしながら、海外では米中の貿易摩擦の深刻化や中国経済の減速など世界経済の不確実性が懸念

され、不透明な状況が続いております。

当社グループが属する情報サービス業界におきましては、企業収益が改善するなか、企業における効率化や生産

性向上を目的とした投資意欲の高まり等により、ソフトウェア投資は堅調に推移しました。

このような状況のもと、当社グループは20中期経営計画(2018年度～2020年度)の基本方針に従って、主要事業の

推進に取り組みました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、機器等販売、ソフトウェア開発、システム運用・管理等のセ

グメントで増加し、4,705百万円（前年同期比0.1％増）となりました。損益につきましては原価の低減等により、

営業利益326百万円（前年同期比41.9％増）、経常利益327百万円（前年同期比41.0％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益229百万円（前年同期比46.1％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

①機器等販売

売上高は機器販売の増加により、1,225百万円（前年同期比36.0％増）となりました。セグメント損益は売上

高の増加と販売費の減少により、78百万円の利益（同51.7％増）となりました。

②ソフトウェア開発

売上高は開発案件の増加により、683百万円（前年同期比35.4％増）となりました。セグメント損益は売上高

の増加と販売費の減少により、102百万円の利益（同44.3％増）となりました。

③システム販売

売上高は生コン関連機器が増加しましたが、画像処理システムやインフラサービス等で減少となり、1,127百

万円（前年同期比35.8％減）となりました。セグメント損益は売上高の減少と販売費の増加により、97百万円

の利益（同54.5％減）となりました。

④システム運用・管理等

売上高はシステム運用支援やデータセンタ業務等の増加により、1,668百万円（前年同期比8.5％増）となり

ました。セグメント損益は売上高の増加により、556百万円の利益（同17.7％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて3.3％減少し、4,764百万円となりました。これは、主に仕掛品が332百万

円、現金及び預金が309百万円増加したものの受取手形及び売掛金が848百万円減少したことによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.5％増加し、2,616百万円となりました。これは、主に有形固定資産そ

の他に含まれるリース資産が38百万円、有形固定資産その他に含まれる建設仮勘定が36百万円増加したことにより

ます。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて1.3％減少し、7,381百万円となりました。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて9.2％減少し、2,152百万円となりました。これは、主に短期借入金が150

百万円増加したものの、その他に含まれる未払金が145百万円、その他に含まれる未払消費税等が97百万円、未払法

人税等が81百万円減少したことによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて15.9％増加し、439百万円となりました。これは、主にその他に含まれる

リース債務が30百万円、その他に含まれる長期前受収益が24百万円増加したことによります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて5.7％減少し、2,591百万円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.3％増加し、4,789百万円となりました。これは、主に株主配当金の

支払が162百万円あったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益が229百万円あったことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第２四半期連結累計期間の業績は概ね当初予想通りに推移しており、通期の業績予想につきましては、2019年

５月13日に公表した予想に変更はありません。

　当連結会計年度（2020年３月期）の業績見通しにつきましては、売上高9,650百万円、営業利益618百万円、経常

利益618百万円、親会社株主に帰属する当期純利益438百万円を見込んでおります。

　業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実際の業績は、経済情

勢、事業運営における内外の状況変化等により、予想値と異なる場合があります。今後、何らかの変化がある場合

には適切に開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,542,665 1,852,196

受取手形及び売掛金 2,400,244 1,552,022

リース投資資産 381,069 431,053

商品及び製品 66,126 48,487

仕掛品 408,248 741,142

原材料及び貯蔵品 31,977 27,931

その他 99,733 114,133

貸倒引当金 △2,904 △2,302

流動資産合計 4,927,160 4,764,665

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 606,141 593,558

土地 531,977 531,977

その他（純額） 427,731 499,998

有形固定資産合計 1,565,851 1,625,534

無形固定資産 333,055 347,630

投資その他の資産

退職給付に係る資産 239,402 235,238

その他 418,874 413,475

貸倒引当金 △5,473 △5,473

投資その他の資産合計 652,803 643,240

固定資産合計 2,551,710 2,616,405

資産合計 7,478,870 7,381,071

負債の部

流動負債

買掛金 771,103 787,625

短期借入金 - 150,000

未払費用 312,920 236,692

未払法人税等 192,388 110,952

賞与引当金 386,588 345,610

受注損失引当金 - 54,905

アフターコスト引当金 37,865 38,332

その他 669,275 427,904

流動負債合計 2,370,142 2,152,023

固定負債

退職給付に係る負債 14,361 17,534

その他 365,176 422,420

固定負債合計 379,538 439,955

負債合計 2,749,680 2,591,979
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 777,875 777,875

資本剰余金 239,946 239,946

利益剰余金 3,647,125 3,714,102

自己株式 △462 △462

株主資本合計 4,664,484 4,731,461

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 97,954 86,232

退職給付に係る調整累計額 △33,248 △28,601

その他の包括利益累計額合計 64,706 57,631

純資産合計 4,729,190 4,789,092

負債純資産合計 7,478,870 7,381,071
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 4,700,527 4,705,438

売上原価 3,590,882 3,514,638

売上総利益 1,109,645 1,190,799

販売費及び一般管理費 879,795 864,730

営業利益 229,849 326,068

営業外収益

受取利息 9 13

受取配当金 2,325 2,369

受取手数料 1,537 949

その他 1,269 1,838

営業外収益合計 5,142 5,170

営業外費用

支払利息 900 1,159

売上割引 1,158 2,160

支払手数料 603 548

その他 288 180

営業外費用合計 2,951 4,048

経常利益 232,040 327,191

特別利益

投資有価証券売却益 - 432

特別利益合計 - 432

特別損失

固定資産除却損 1,089 53

特別損失合計 1,089 53

税金等調整前四半期純利益 230,950 327,570

法人税等 73,714 97,825

四半期純利益 157,236 229,745

親会社株主に帰属する四半期純利益 157,236 229,745
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 157,236 229,745

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △14,602 △11,722

退職給付に係る調整額 3,730 4,647

その他の包括利益合計 △10,872 △7,075

四半期包括利益 146,363 222,670

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 146,363 222,670

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月14日
取締役会

普通株式 147,971 100 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月13日
取締役会

普通株式 162,768 110 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

　 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

　適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

　税率を使用する方法によっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２機器等販売

ソフトウェ
ア開発

システム
販売

システム運
用・管理等

計

売上高

外部顧客への売上高 901,340 504,482 1,756,994 1,537,709 4,700,527 ― 4,700,527

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 132 616 23,945 24,693 △24,693 ―

計 901,340 504,615 1,757,610 1,561,655 4,725,221 △24,693 4,700,527

セグメント利益 51,695 70,953 214,802 472,601 810,053 △580,204 229,849

（注）１ セグメント利益の調整額△580,204千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２機器等販売

ソフトウェ
ア開発

システム
販売

システム運
用・管理等

計

売上高

外部顧客への売上高 1,225,545 683,075 1,127,853 1,668,962 4,705,438 ― 4,705,438

セグメント間の内部売上高
又は振替高

219 2,228 30,262 812 33,522 △33,522 ―

計 1,225,764 685,304 1,158,116 1,669,775 4,738,960 △33,522 4,705,438

セグメント利益 78,422 102,361 97,736 556,394 834,915 △508,846 326,068

（注）１ セグメント利益の調整額△508,846千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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